


全国にも類を見ない大ステージで郷土芸能の感動をお届けします。

　ひたち秋祭りは、全国各地からお招きする郷土芸能を伝承する団体や青少年の競演を堪能
できる、日立市の秋の一大風物詩です。
　この祭りは、公益財団法人日立市科学文化情報財団が企画運営する「ひたち伝統芸能事業」
の一つとして、次の目的で開催しています。

・全国各地で郷土芸能に取り組んでいる団体の紹介を通して、市民やご覧いただく多くの方
に郷土芸能に対する興味や理解を深めてもらう。
・郷土芸能に取り組んでいる青少年を広く紹介し、若い世代への波及と交流の促進を図る。
・地元の有志に参加の場を提供し、祭りを通して地域の活性化を図る。

　23回目を迎える今回、初日は芸能の宝庫と呼ばれる東北地方から６団体をお招きします。郷
土芸能の伝承に力を注ぐ人々の情熱と輝きが伝わる舞台、芸能の魅力を存分に味わっていただ
きます。
　また、二日目は、市民の伝統芸能祭として、日立市内の学校や、保育園、団体が日ごろの
活動の成果を披露します。地元芸能団体においては、自分たちの芸能に誇りを持ち、様 な々活
動の場を広げています。
　そして、当財団では、保育園、中学校に対し、「ひたち伝統芸能育成事業」として活動を支
援しており、保育園では、園児たちが芸能の楽しさを味わい、中学校では、各校で取り組む芸
能が先輩から後輩へ引き継がれ、学校の伝統として築かれています。輝ける未来が待つ、元
気な子どもたちや青少年世代の演技に、どうぞエールを贈ってください。
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公演中、突然の降雨や地震が発生した場合は、
一時中断、中止になる場合がございます。

初
日10月12日（土） 　17:30～19:40

17:35

17:55

18:15

18:35

18:55

19:15

霊山太鼓／福島県伊達市　霊山太鼓保存会
花笠踊り／山形県尾花沢市　尾花沢市源流花笠おどり保存会連絡協議会
津軽三味線／青森県五所川原市　学校法人舘田学園五所川原第一高等学校
南部・津軽手踊り／青森県八戸市　門口光子民舞踊光扇会
西馬音内盆踊り／秋田県羽後町　秋田県立羽後高等学校
鬼剣舞／岩手県北上市　岩手県立北上翔南高等学校

二
日
目10月13日（日）

11:05

11:50

12:05

ひたちの太鼓／日立太鼓連盟
日立さんさ踊り／日立さんさ連
久慈浜ソーラン／久慈浜ソーラン舞踊衆　羅森万

　11:00～12:20

日立荒馬踊り／日立市内保育園　（出演順、時間は P.22をご覧ください。）
　13:30～15:00

16:05

16:20

16:40

17:00

17:20

17:40

ひたちの未来へ～中学生エール交歓
日立阿波踊り／日立市立駒王中学校茜連
河中エイサー／日立市立河原子中学校
十王鵜鳥舞／日立市立十王中学校
日高中三本柳さんさ／日立市立日高中学校
久慈中ソーラン・黒潮太鼓／日立市立久慈中学校

　16:00～18:00

時間はすべて開始予定です。会場案内は P.6 ～ P.7 をご覧ください。
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　昨年の「第22回ひたち秋祭り～郷土芸能大祭」におきまして、出演し
た吉里吉里鹿子踊り保存会（岩手県大槌町）と久之浜大久自安我楽継承
会（福島県いわき市）に義援金を贈るため、会場内に募金コーナーを設け、
皆様に御協力をお願いしたところ、次のとおり、温かいお気持ちを頂戴
いたしました。

義援金総額　１９６，４６６円
　なお、義援金は平成２４年１０月２６日に２団体へ送金させていただき
ました。
　岩手・福島２団体の復興と活躍を心からお祈り申し上げますとともに、
御来場、御協力いただきました皆様に厚く御礼を申し上げます。

がんばろう日立！がんばろう東北！つながろう日本!!

平成24年度
報　告

第22回ひたち秋祭り～郷土芸能大祭
岩手県・福島県の出演団体への義援金について

吉里吉里鹿子踊り（岩手県）

じゃんがら念仏踊り（福島県）

　郷土芸能は地域の宝・地域の誇りとして代々若者達に受け継がれてきました。
　今回は、地域で郷土芸能をしっかりと受け継ぎ、全国高等学校総合文化祭でも評価の高い高校生
の皆さんを、東北３県からお招きしました。
　青森の五所川原第一高等学校は津軽三味線を、秋田から羽後高等学校の西馬音内盆踊り、岩手か
ら北上翔南高等学校の鬼剣舞を披露していただきます。
　さらに、青森県八戸から南部・津軽手踊り、福島県伊達市から霊山太鼓、そして山形県尾花沢市
から花笠踊りをご覧いただきます。震災の復興をはじめ、まだまだ先行き不安が漂う中で芸能に打ち
込む子ども・若者・大人達の確かな芸と輝くばかりの心意気をお届けします。

ひたち郷土芸能大祭　プロデューサー　狩野　猛

　東日本大震災は、多くの郷土芸能や祭・行事にも甚大な被害をもたらしました。２年半を過ぎた今
も、東北の各地では、芸能の復興、再生に向けた努力がなされています。これまで本大祭に出演いた
だいた団体をはじめ、東北地方の芸能復興を支援するため、会場内で義援金コーナーを設けておりま
す。皆様の御協力をお願いいたします。

運営：日立市立駒王中学校 JRC委員会・生徒会
　義援金は被災した郷土芸能の復興のために、支援プロジェクトを立
ち上げている公益社団法人全日本郷土芸能協会へ全額寄付をいたし
ます。
　お預かりした義援金の金額等は、後日、日立シビックセンターホーム
ページにて報告いたします。
【ホームページアドレス】http://www.civic.jp

全郷芸活動支援プログラム報告から
「未来は祭りの輪の中に in 三陸」
浦浜念仏剣舞保存会
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【青
あおもりけん

森県五
ご

所
しょ

川
がわ ら

原市
し

／五
ご

所
しょ

川
がわ ら

原第
だいいち

一高
こうとう

等学
がっこう

校】

◆◆　出演時間　12日（土）18:15 ～　◆◆
（時間はすべて開始予定）

８月４日から８月８日に開催される祭りです。 「青森ねぶた」と「弘前ねぷた」と
並ぶ青森三大佞武多の一つで、高さが最大で20ｍを超える山車の壮大な運行が
魅力です。
【お問い合わせ】五所川原観光協会　℡0173-38-1515

イ ベ ン ト
情 報

ご 当 地

　津軽富士「岩木山」を臨み、みちのくの夜を照らす火祭り「立
たち

佞
ね ぷ た

武多」の街。そこに
は日本を代表する民族音楽「津軽三味線」があります。太棹を使った津軽三味線は、ジャ
ズのようにアドリブを効かせた演奏方法と叩き奏法が特徴です。本来津軽三味線は、歌
の伴奏のための楽器でしたが、曲弾きとしても独自に発展を続けています。３本の糸を
巧みに操って感動を与える音色を生み出すことを目標に日々稽古に励んでいます。
　演目は、青森県の中に２つあると言われている文化「津軽」と「南部」の民謡をモチー
フにアレンジし、オリジナル曲を加えて、合奏ならではの掛合いや重奏、追復でリズミカ
ルに演奏いたします。いつもどこからか風に乗って聞こえてくる音色、私たちのふるさと
の音色、津軽三味線をどうぞお楽しみください。

津軽平野のほぼ中央に位置する、
津軽三味線発祥の地。作家太宰
治の生家「斜陽館」、中世安藤氏
の十三湊遺跡群、さらには、知
名度が全国区となった地元の祭り
「五所川原立佞武多」といった歴
史文化資源を擁し、農林水産業
を基幹産業とする豊かな自然に恵
まれた田園都市です。
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【青
あおもりけん

森県八
はちのへ

戸市
し

／門
かどぐち

口光
こう

子
こ

民
みん

舞
ぶ

踊
よう

光
こうせんかい

扇会】

　青森県は風土的に、雪の多い津軽地方と、比較的雪の少ない南部地方に大別され、
気候はもちろん、しきたりや食文化、人間気質も異なります。そんな風土の違いから生
まれ、親しまれてきた民謡が、津軽民謡であり、南部民謡で、前者はテンポが速く、後
者はおっとりした曲調からなっていて、振り付け踊りも、リズミカルな津軽物に対し、南
部物はゆっくりした振り付けとなっています。
　舞台では、津軽民謡五つ物のひとつ「津軽三下がり」と、三つ物のひとつ、厳しい冬
と過酷な農耕生活から逃避する農民の口説き節から始まったといわれる「津軽じょんが
ら節」、そして、南部民謡としては比較的テンポの速い、南部七つ踊りのひとつ「南部あ
いや節」の手踊りを披露します。
　演じるのは、これまで様 な々大会で名人位を輩出してきた門口光子民舞踊光扇会の一
座で、南部民謡の継承、発展を担う一門のちびっこ、若手連がステージを務めます。

八戸市は、太平洋に臨む青森県
の南東部に位置し、臨海部には
大規模な工業港、漁港、商業港
が整備され、その背後には工業
地帯が形成されています。優れ
た漁港施設や背後施設を有する
全国屈指の水産都市であり、北
東北随一の工業都市となってい
ます。

◆◆　出演時間　12日（土）18:35 ～　◆◆
（時間はすべて開始予定）

イ ベ ン ト
情 報

ご 当 地
292年の歴史と伝統を誇り、国の重要無形民俗文化財にも指定されている八戸地
方最大の祭り。三社の神輿行列と、神話や伝説、歌舞伎などをモチーフにした
27台の山車の合同運行が見所です。毎年7月31日から8月4日に開催されます。
【お問い合わせ】（公社）八戸観光コンベンション協会　℡0178-41-1661
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【秋
あき

田
た

県
けん

羽
う ご

後町
まち

／秋
あき

田
た

県
けん

立
りつ

羽
う ご

後高
こうとう

等学
がっこう

校】

　国指定重要無形民俗文化財に登録されている西馬音内盆踊りは、約七百年の伝統を
守り、日本三大盆踊りの１つとしても知られています。
　にぎやかで、勇ましく野性的な囃子に対し、優雅で流れるような上方風の美しい踊り
の対照が西馬音内盆踊りの特徴です。お盆の宵、踊り子たちを誘う寄せ太鼓の音が響
きわたると、艶やかな端縫いや藍染めの衣装や、黒い覆面を被った彦

ひこ

三
さ

頭
ず

巾
きん

の踊り子
が篝火のもとに集い、いつしか大きな輪となります。櫓

やぐら

から野趣溢れるバラエティに富ん
だ歌詞で囃子方が盛り上げ、踊りの輪はひなびた幻想的な雰囲気の中で夜半まで途切れ
ることなく続きます。しなやかな手振りと足運びが織りなす魅惑の曲線美。囃子方、踊
り手、篝火が繰り広げる夢幻の世界に観客は酔いしれます。

雪深い秋田県南部に位置する純
農村地帯で、主産業は米、畜産、
野菜、花などを中心とする農業や
誘致企業をはじめとする製造業
が中心です。畜産では優れた肉質
で評判の「羽後牛」や西瓜、ストッ
クの花など特産品が数多く生産さ
れています。

◆◆　出演時間　12日（土）18:55 ～　◆◆
（時間はすべて開始予定）

毎年８月16日～18日の３日間、夕暮れから深夜にかけて行われます。一晩に1,000
人を超す踊り手が繰り出し、優雅で美しい盆踊りが展開されます。

【お問い合わせ】羽後町観光協会　℡0183-62-2111

イ ベ ン ト
情 報

ご 当 地
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【岩
いわ

手
て

県
けん

北
きた

上
かみ

市
し

／岩
いわ

手
て

県
けん

立
りつ

北
きた

上
かみ

翔
しょうなん

南高
こうとう

等学
がっこう

校】

　鬼剣舞は、岩手県北上地方の農民に伝承する、東北を代表する民俗芸能で、今から
1300年前から始まるとされています。時に厳粛で穏やかな、時に勇壮で激しい所作の中
にも、素朴さとたくましさを持っています。念仏によって人 を々救い、ヘンバイという足踏
みによって大地の悪霊を退散させ、天下泰平、五穀豊穣の祈りが込められています。正
式には、お盆の精霊供養のために踊る念仏剣舞の一種ですが、威嚇的な仮面をつけて
踊るところから鬼剣舞と呼ばれています。
　踊り手は、毛ザイをかぶり鬼面をつけ、白足袋に草鞋を履きます。また鬼面に角がな
いのは、仏に帰依した鬼であることを表しています。出演する同校鬼剣舞部は平成24年
度全国高等学校総合文化祭において最優秀賞を受賞しました。

北上市は北上平野のほぼ中央に
位置しています。肥よくな土地に
美しい田園地帯が広がり、西に奥
羽、東に北上山系の美しい山々
が連なる豊かな自然に恵まれてい
ます。古くから交通の要衝として
栄え、平成９年度には東北横断自
動車道秋田線の全線が開通。東
北の十字路として交通の利便性は
ますます高まりました。

◆◆　出演時間　12日（土）19:15 ～　◆◆
（時間はすべて開始予定）

８月第一土、日、月曜日に開催。「鬼剣舞」、「鹿踊」、「神楽」など100を超える
民俗芸能が集結します。

【お問い合わせ】一般社団法人北上観光コンベンション協会　℡0197-65-0300

イ ベ ン ト
情 報

ご 当 地
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【山
やまがたけん

形県尾
お

花
ばな

沢
ざわ

市
し

／尾
お

花
ばな

沢
ざわ

市
し

源
げんりゅう

流花
はながさ

笠おどり保
ほ

存
ぞん

会
かい

連
れん

絡
らく

協
きょうぎ

議会
かい

】

　大正８年に米を作るための水を確保する「徳
とく

良
ら

湖
こ

」の工事が始まり、その時に唄われ
た土搗き唄が現在の花笠音頭の元歌です。その土搗き唄に合わせて、工夫がかぶって
いた「スゲ笠」を使って、即興で振りを付けたのが花笠踊りの始まりとなりました。笠の
振りには意味が込められており、当時の手作業で行われていた作業の様子が取り入れら
れています。大きな笠がダイナミックに廻る、笠回しは圧巻です。
　花笠おどりは現在まで、上町・寺内・安久戸・原田・名木沢の五流派があり、どの流
派も笠の振り方に特徴があり、それぞれに見応えがあります。

日本三雪に数えられる、全国でも
有数の豪雪地帯です。また、特産
のスイカは、夏スイカとしては日
本一の生産量を誇る全国に名だた
るスイカの産地であります。さら
に、市の中心に位置し大正年間に
灌漑用水湖として築堤された徳良
湖は、日本を代表する民謡「花笠
音頭」の発祥地であります。

◆◆　出演時間　12日（土）17:55 ～　◆◆
（時間はすべて開始予定）

毎年８月27日・28日に開催され、約80団体3,000人が東北夏まつり最後の祭りを
楽しみます。

【お問い合わせ】尾花沢市観光物産協会　℡0237-23-4567

イ ベ ン ト
情 報

ご 当 地
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【福
ふくしまけん

島県伊
だ て

達市
し

／霊
りょう

山
ぜん

太
だい

鼓
こ

保
ほ

存
ぞん

会
かい

】

　霊山太鼓は、江戸時代寛文年間が始まりといわれ、信達地方（福島・伊達）で独自の発展を
遂げ、継承されてきた伝統ある太鼓です。霊山太鼓の特色は、桐の太く短いバチを高く上げ、華々
しく大太鼓を連打する“曲打ち”にあり、全国的にみても勇壮活発なうえに技巧的で華やかに
磨きあげられた祭囃子の代表的な型だと評価されています。
　曲目には「通り囃子」や豪快で華やかな「打ち囃子」、しっとりとした「中切り」など変化に
富む十数曲を伝えております。霊山太鼓は、350年を越える歴史があり、代々打ち継がれてき
た太鼓でありながら、いつ聴いても新鮮であり、聴衆の心を魅了して離しません。
　曲はもちろんのこと、打ち手の姿にも注目すると、伝承太鼓である霊山太鼓のすばらしさが、
一層感じることができます。出演する霊山太鼓保存会遠征組は、国内外のイベントに参加する
ために各地区の保存会から選りすぐりのメンバーを集め、震災後は、復興支援、感謝のイベン
トや、香港、台湾の海外公演を含め120回余りの遠征をしています。

伊達市霊山地域は福島県東部、
阿武隈山系の最北端にあり、霊
山の825ｍを最高峰に、四方を
300～500ｍの山々に囲まれた丘
陵地から形成されています。東北
の秀峰として名高い霊山は国の史
跡及び名勝に指定され伊達市のシ
ンボルとなっています。

◆◆　出演時間　12日（土）17:35 ～　◆◆
（時間はすべて開始予定）

毎年８月に開催。30組を超える太鼓が集結、総勢700名の打ち手が一同に会しま
す。一斉に打ち鳴らす「同時打ち」は勇壮、華麗であり、観衆の心をとらえ、感
動を与える一大イベントです。
【お問い合わせ】霊山太鼓保存会　℡024-586-1041（セブンイレブン福島霊山店内）

イ ベ ン ト
情 報

ご 当 地
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公益財団法人日立市科学文化情報財団では、民族歌舞団荒馬座の協力のもと、
子どもたちや青少年に芸能の楽しさを感じてもらい、郷土の新しい芸能文化を
育てる「ひたち伝統芸能育成事業」を行っています。

　平成12年、北海道稚内南中学校から、全
国的に有名な南中ソーランを直伝されまし
た。網引き、櫓漕ぎなど、漁師の動きを表現した激しく、厳しい振付を伝承する姿勢が、
歌手伊藤多喜雄さんに認められ、原曲の一節を「今じゃ日立の久慈中節よ～」と歌って
いただき、名実ともに久慈中の芸能となったのが、現在の久慈中ソーランです。それに
併せて、躍動感あふれる「黒潮太鼓」も加わり、海に生きる心意気を熱く表現します。

久慈中ソーラン・黒潮太鼓
【日立市立久慈中学校】

◆◆ 出演時間　13日（日）17:40 ～ ◆◆

　沖縄県で多くの実績を誇る園田青年会の
エイサーを、民族歌舞団荒馬座を通じ、平
成13年に伝授され、河中エイサーが始まりました。勇ましい大太鼓、躍動する締め太鼓、
可憐な手踊りは今や地元に愛される芸能となっています。エイサーは、お盆に先祖の霊を
供養するため、踊りながら家々をまわる「道ジュネー」が一番の醍醐味です。河中エイサー
でも、太鼓と踊り手が舞台・花道を歩き、南国の風をお届けします。

河中エイサー
【日立市立河原子中学校】

◆◆ 出演時間　13日（日）16:40 ～ ◆◆

く

かわちゅう

じ ちゅう くろしお だい こ
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　平成20年度から「三本柳さんさ保存会連
中」から指導を受け、伝統芸能に取り組ん
でいます。三本柳さんさは岩手県盛岡市（旧都南村）に伝わる伝統芸能で、300年を超え
る歴史があり、たくましい生命力が宿っています。
　足の運びや踏み、手の振りや視線は独特のものがあり、心が揺さぶられる日本の芸能
の原点とも言われています。

日高中三本柳さんさ
【日立市立日高中学校】

◆◆ 出演時間　13日（日）17:20 ～ ◆◆

　『日立市にも阿波踊りを！』さらに『元気日
立まちづくりを！』として、地元の「かみね
天風連」の方々にご協力をいただきながら活動がスタ－トしました。３年目となる今年の
駒中茜連は、第２学年全員参加でパワ－アップです。日立さくら祭り・あんどん祭り・地
域の夏祭り等にも出向き、駒中パワ－と中学生のエネルギ－をお届けしつつ「元気日立ま
ちづくり」に貢献しております。躍動感みなぎる「日立阿波踊り」をお楽しみください。

日立阿波踊り
【日立市立駒王中学校茜連】

◆◆ 出演時間　13日（日）16:20 ～ ◆◆

ひ たかちゅう

ひ

　平成17年に誕生した十王中オリジナルの
芸能です。十王という地名にちなんだ十人の
守護王が、華麗な太刀捌きで魔を払い、故郷を守って力強く踊ります。そして、日本で
唯一の海鵜の捕獲地であるという特色を生かし、海鵜と鵜捕りに扮した踊り手が自然と
の共生を表現します。生徒自ら考えた、鵜鳥舞の歌や朗読を取り入れながら構成し、毎
年創意工夫を重ねて、「百年続く芸能」を目指しています。

十王鵜鳥舞
【日立市立十王中学校】

◆◆ 出演時間　13日（日）17:00 ～ ◆◆

じゅうおううね どりまい

さん ぼんやなぎ

たち あ わ おど
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公益財団法人日立市科学文化情報財団では、子どもたちが伝統芸能を体験し、
日本古来の音楽や踊りに親しみながら、心を育む機会を創出しています。

　荒馬踊りは、青森県の伝統芸能で、農民にとっ
て宝物だった馬の働きを表現し、踊りつがれてき
たのが、現在の「荒馬踊り」であると言われています。「日立の子どもたちに芸能を」と、
この踊りを取り組み始めて早20年以上が経ち、最初に踊った子どもたちは、もうすっかり
大人という年月を刻んできました。今年は、約300人の園児たちが、保育士の奏でるお囃
子にのって、「ラッセラー、ラッセラー」の掛け声とともに、とびきり可愛らしく元気に踊
ります。

日立荒馬踊り
【日立市内保育園】

◆◆ 出演時間　13日（日）13:30 ～ ◆◆

ひ たちあらうまおど

①つくしんぼ、②おおもり、③ゆなご、④おおせ、⑤みやた、⑥くじ、
⑦小木津聖徳、⑧かねさわ、⑨かみちょう、⑩滑川聖徳、⑪かみね、
⑫田尻徳風、⑬おおくぼ、⑭みずき

出 演 順
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空調・衛生・水処理
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日立市内でも、地域の伝統を守る団体や、伝統芸能に取り組ん
で活動の場を広げている団体が活躍しています。日立市科学文
化情報財団は、祭りを通して地域の活性化が図れるよう支援し
ていきます。

　市内の太鼓保存会や創作太鼓の会のメンバーが各団体の違
いを乗り越え、伝統芸能としての太鼓を愛する団体として発足
し、現在も各団体の持ち味を生かした演奏を随所に披露して
います。日立太鼓連盟合同曲の「さくら太鼓」は太鼓の魅力をお伝えする勇壮な演奏です。
《参加》日立風流太鼓大蓮・大久保御囃子保存会・陸前濱太鼓・常陸太鼓の会・久慈濱山車太鼓保存会濱連・幸町助川ばやし保存会

ひたちの太鼓【日立太鼓連盟】
◆◆ 出演時間　13日（日）11:05 ～ ◆◆

　「東北５大まつりの一つに数えられている、岩手県盛岡のさ
んさ踊りを日立市でも」と結成して早10年以上となりました。
子どもから大人まで、息のあった踊り、太鼓と笛で華やかに秋祭りを盛り上げます。

　平成16年、久慈中ソーラン1期生が中心となって「久慈中OB
連」を結成。平成18年には自然（森羅万象）の大切さ、芸能
に携わる人々の思いを自分たちの指針（羅針盤）とする、という意味を込めて「羅森万」に改名し、
活動の場を広げてきました。

久慈浜ソーラン
【久慈浜ソーラン舞踊衆 羅森万】

◆◆ 出演時間　13日（日）12:05 ～ ◆◆

主　　催   公益財団法人日立市科学文化情報財団
企画制作　公益財団法人日立市科学文化情報財団
　　　　　狩野 猛
演　　出　民族歌舞団荒馬座　金沢 真美
司　　会　袴田 実有子
記録撮影　稲田 佑樹

後　援
茨城県 / 茨城県教育委員会
（一社）茨城県観光物産協会
日立市 / 日立市教育委員会
日立市観光物産協会
日立商工会議所
（公社）全日本郷土芸能協会
（公社）全国高等学校文化連盟

日立さんさ踊り
【日立さんさ連】

◆◆ 出演時間　13日（日）11:50 ～ ◆◆
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